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プロジェクトに関係した研究成果
2014 年の当研究所所員会議にて､ プロジェクト参加所員・研究員の研究成果につき､ 上記タ
イトルのもと､ 所報本号より掲載することになりました｡ かねてより､ しばしば議論して参りま
した所員間の研究にかかる相互コミュニケーションの促進､ という観点からの試みです｡ 今回は
所報の出版スケジュール上時間的余裕もなかったことから､ 以下のリストも包括的なものではあ
りませんが､ 今後一層充実させていきたいと思います｡
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